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On the ‘Hybrid Canonical Collection’ of the Dongchan-si Edition of the Tripit
̇
akaBrought

to Japan by Boat from China:

Focusing upon the Catalogue to the Song Canonical Collection of the Daigō Temple
醍醐寺藏宋版一切經目録

Makino Kazuo

In this paper, which is focused on the Dongchan-si edition東禪寺版 of the Fuzhou Canon福
州版 (which contains有 the inscription經生印造), I shall discuss the usage of the characters
‘printed’印 and ‘corrected’修 as well as the duplicate texts found in the extant collection of

the Song Dynasty Tripit
̇
aka known as the Song Canonical Collection of the Daigō Temple

醍醐寺藏宋版一切經. This will shed light upon various concrete aspects of the hybrid nature
of the texts included in the Song Dynasty Tripit

̇
aka brought from China to Japan via

maritime routes.

As far as I could check, judging from the inscription of the character 修, i. e. which
indicates the printing date, the Dongchan-si edition included in the Song Canonical

Collection of the Daigō Temple consists of folded volumes printed between 1191 and

1193. (However, it is most unlikely that the entire collection was printed at the same time.)
It is, however, clear that the Ji-numbered 集 box (the numeration follows the

traditional Qian zi wen 千字文 order) was printed after 1196 and was newly added to the
Song Canonical Collection of the Daigō Temple.

The examination of the duplicate folded volumes of the same collection (all printed
at roughly same date) reveals to the following cases:
(a) The duplicate existence of one Canonical set marked as ‘Nōnin zenji Canon’能仁禪寺
大藏 and another Canonical set which does not contain the 能仁禪寺大藏 inscription.
(b) The duplicate existence of similar folded volumes in the Canonical set which does not
contain the 能仁禪寺大藏 inscription.

Furthermore, my investigation of the 刷 inscription on the pages printed both-sides

of theMahāvaipulyamahāsam
̇
nipātasūtra大方等大集經 text (found in the duplicate Rang-

box 讓函) led to the discovery of the following peculiar case, i. e.
(c) At least the Rang-numbered box (numbering which follows the Qian zi wen 千字文
order as recorded in the Printing Notes 印造記 and described as ‘Fuzhou Dongchan

scriptures/Sheng Zhengbao-printed’福州東禪經／生鄭保印造), which is usually included in
the Canonical set marked as 能仁禪寺大藏, is printed on both sides. However, this box

appears to belong to yet another Canonical set produced at a different stage of the project

and different from the folded volumes printed on one side which typically belong to and

are marked as 能仁禪寺大藏.
In conclusion, it can be said that at least one box of texts included in the Song

Canonical Collection of the Daigō Temple醍醐寺藏宋版一切經 can be classified under four

large categories, which can be further analysed into five smaller subcategories.

We must thus distinguish between two different types of hybrid Canonical

collections: (1) on one hand, we have a hybrid Canon which mixes various editions such
as the Dongchan-si 東禅寺版, the Kaiyuan-si 開元寺版, and Sixi 思渓版; (2) on the other
hand, another hybrid form (or forms) of Canon rely on the same canonical edition but

includes volumes printed at different dates. (In few cases, these may be viewed as a

supplement to the main corpus of texts in the Canon.)
As far as the folded volumes without a printing inscription 印造印 are concerned, I

have refrained from drawing any conclusions since we are still waiting for the results of

further investigations to be carried on other Canons such as those of the Shōmyō Temple稱
名寺 (now kept in the Kanazawa Bunko collection), etc.
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は
じ
め
に

近
年
の
舶
載
宋
刊
一
切
経
の
実
地
調
査
は
、
従
来
の
先
学
の
研
究
の
蓄
積
に
加
え
る
に

「
混
合
蔵
｣・
｢混
合
帖
」
な
ど
の
書
誌
学
上
の
用
語
導
入
を
必
須
と
す
る
新
た
な
局
面
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。
実
物
の
比
較
に
よ
る
能
う
限
り
厳
密
な
「
刊
・
印
・
修
」
の
識
別
は
、

日
宋
両
国
の
交
渉
の
実
態
は
勿
論
、
日
宋
両
地
に
お
け
る
個
々
に
展
開
し
て
き
た
出
版
文

化
の
具
体
相
の
解
明
に
も
貴
重
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
は
、
従
来
の
調
査
の
採
集
項
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「（
干
支
を
含
む
）
施
財

刊
記
（
語
）」
や
「
刻
工
名
」
な
ど
を
活
用
し
た
も
の
に
、
新
規
に
「
両
面
刷
」
と
千
字

文
番
号
一
函
分
の
「
積
み
上
げ
の
高
さ
（
個
々
の
帖
冊
の
厚
さ
の
合
計
）」
の
連
関
と
い
う

視
点
を
導
入
し
て
展
開
し
た
若
干
の
事
実
報
告
で
あ
る
が
、
比
較
可
能
な
諸
条
件
を
考
慮

し
、
福
州
版
の
東
禅
寺
版
を
中
心
（「
経
生
印
造
」
印
の
有
る
も
の
を
軸
）
に
行
う
。
結
果
と

し
て
「
混
合
蔵
」
を
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
な
ど
の
蔵
版
種
を
異
に
し
た

「
混
合
蔵
」
と
蔵
版
種
を
同
じ
く
し
刷
印
時
を
異
に
し
た
「
混
合
蔵
」（
少
数
〈
帖
冊
単
位

等
〉
の
場
合
は
「
補
配
」
と
し
て
処
理
も
可
能
）
と
の
ふ
た
つ
の
「
混
合
蔵
」
の
識
別
が
必

須
と
な
っ
て
く
る
事
例
に
つ
い
て
若
干
掘
り
下
げ
た
試
験
的
な
報
告
で
あ
る
。

一

｢施
財
刊
記
」
に
よ
る
刷
印
時
期
の
識
別
に
つ
い
て

『醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
』
第
一
冊(1
)「

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
解
題
（
一
）」
第
三

節
「
施
刻
本
文
・
注
記
」
第
一
項
「
題
記
」
第
九
「
重
雕
・
重
刊
・
補
刻
」
四
三
〜
四
四

頁
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

補
刻
が
行
わ
れ
た
の
は
、
慧
明
に
よ
る
重
修
・
重
雕
が
始
ま
っ
た
紹
興
二
十
八
年

（
戊
寅
、
一
一
五
八
）
以
降
、
日
本
に
傅
来
さ
れ
た
一
二
〇
〇
年
初
以
前
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
そ
の
間
の
六
十
年
間
と
見
ら
れ
る
。
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
年
紀
に
當

る
こ
と
に
な
る
。

丁
丑
袞
一
一
五
七
年
、
紹
興
二
十
七
年

丁
亥
袞
一
一
六
七
年
、
乾
道
三
年

戊
子
袞
一
一
六
八
年
、
乾
道
四
年

甲
午
袞
一
一
七
四
年
、
淳
熙
元
年

丙
申
袞
一
一
七
六
年
、
淳
熙
三
年
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庚
子
袞
一
一
八
〇
年
、
淳
熙
七
年

癸
卯
袞
一
一
八
三
年
、
淳
熙
十
年

丙
午
袞
一
一
八
六
年
、
淳
熙
十
三
年

丁
未
袞
一
一
八
七
年
、
淳
熙
十
四
年

丙
辰
袞
一
一
九
六
年
、
慶
元
二
年

こ
の
「
丙
辰
」
は
、
六
十
年
前
の
紹
興
六
年
（
一
一
三
六
）
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

崇
寧
三
年
（
一
一
〇
四
）
の
開
版
か
ら
三
十
二
年
後
に
過
ぎ
ず
、
慧
明
の
重
修
・
重

雕
の
始
ま
る
紹
興
二
十
八
年
よ
り
二
十
二
年
も
前
で
あ
る
か
ら
、
乾
道
・
淳
熙
に
補

刻
の
行
わ
れ
た
年
に
近
い
年
時
と
す
れ
ば
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
が
穩
當
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
二
年
後
の
慶
元
四
年
に
は
、
經
函
（
第
二
百
八
十
五
函
）
に
漆
匠

が
墨
書
し
て
い
る
。

重
修
・
重
雕
・
重
刊
記
に
つ
い
て
も
、
第
一
項
「
題
記
」
第
九
「
重
雕
・
重
刊
・
補
刻
」

に
、
先
立
っ
て
三
七
〜
四
一
頁
に
検
討
し
、
乾
道
元
年
・
二
年
・
五
年
の
重
雕
・
重
刊
記

を
例
示
し
た
後
に
、

次
に
重
雕
・
重
刊
の
記
載
が
見
ら
れ
る
の
は
、
淳
熙
己
酉
（
十
六
年
、
一
一
八
九
）
で

あ
る
。（
別
冊
影
印
篇
第
一
部
口
繪
用
寫
眞
聚
影
八
頁
參
照
）

淳
熙
己
酉
重
刊
（
第
百
十
三
函
、
大
方
廣
佛
華
厳
経
巻
第
三
十
一
、
巻
末
）

次
も
、
重
刊
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。（
別
冊
影
印
篇
第
一
部
口
繪
用
寫
眞
聚
影
八
頁
）

時
紹
熙
二
年
歲
次
辛
亥
癸
巳
月
結
夏
日
刊
（
第
三
百
七
函
、
摩
訶
僧
祇
律
巻
第
十

四
、〈
十
〉）

紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
は
、
漆
匠
が
経
函
の
内
側
に
墨
書
し
た
慶
元
四
年
（
一
一
九

八
）
の
七
年
前
で
あ
る
。

と
詳
記
さ
れ
て
い
る
。

版
本
書
誌
学
に
お
け
る
「
刊
・
印
・
修
」
の
厳
密
な
識
別
は
基
礎
的
研
究
の
方
法
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
舶
載
現
存
各
蔵
の
宋
版
一
切
経
に
お
い
て
も
個
々
の
印
面
比
較
か
ら
齎
さ

れ
る
情
報
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
宋
版
一
切
経
に
認
め
ら
れ
る
施
財

刊
記
に
付
さ
れ
た
干
支
を
比
較
し
て
得
ら
れ
る
情
報
も
、
多
く
の
推
定
を
可
能
に
す
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
醍
醐
寺
蔵
本
と
現
在
も
調
査
進
行
中
の
本
源
寺
現
蔵
（
三
聖

寺
旧
蔵
）
本
な
ど
と
の
比
較
の
一
例
を
挙
げ
た
い
。

｢丙
辰
（
慶
元
二
年
＝
一
一
九
六
）」
補
刻
葉
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
で
は
千
字
文
番
号
「
集
」

の
『
弘
明
集
』
巻
五
の
十
一
板
の
「
⑪
Ａ
2
丙
辰
」
の
一
例
の
み
で
あ
る(2)。『
醍
醐
寺
目

録
』
第
四
冊
に
拠
れ
ば
、

4853
弘
明
集
巻
第
五

[捨
銭
刊
記
〕
安
撫
賈
侍
郎
捨
〈
十
一
〉
[刻
工
名
〕
茂
〈
十

一
〉、
李
興
刀
〈
十
一
〉
[版
心
刻
注
記
〕
丙
辰
〈
十
一
〉
[印
造
印
〕「
福
州
東
禅

経
／
生
林
受
印
造
」

と
あ
る
。

『神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
宋
版
一
切
経
目
録(3)』（
以
下
、『
金
沢
文
庫
目
録
』
と
簡

称
）
で
は
、
簡
見
・
電
覧
の
限
り
で
は
以
下
の
通
り
干
支
「
丙
辰
」
を
十
二
例
拾
う
こ
と

が
で
き
る
。
多
く
が
「
賈
侍
郎
捨
」「
安
撫
使
賈
侍
郎
捨
＝
Ａ
1
」「
賈
帥
捨
」「
賈
帥
」

の
い
ず
れ
か
を
有
し
、「
賈
選
」
の
施
財
に
拠
る
補
刻
葉
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
従
っ
て

醍
醐
寺
本
『
弘
明
集
巻
』
巻
五
に
認
め
ら
れ
る
補
刻
葉
と
「
同
」
時
期
（
複
数
年
に
亘
る

数
年
単
位
の
微
妙
な
問
題
を
扱
う
際
は
「
同
」
は
あ
た
ら
な
い
）
の
「
修
」
と
し
て
括
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
と
く
に
「
大
般
若
巻
四
百
八
十
九
⑪
丙
辰
⑪
江
茂

安
撫
使
賈
侍
郎

捨
」
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
刻
工
名
「
茂
」
を
「
江
茂
」
の
一
字
名
表
記
と
考
え
れ
ば
、
刻

工
・
施
財
刊
語
・
干
支
の
全
て
が
一
致
す
る
。

袁

大
般
若
巻
三
十
一
⑤
丙
辰
⑤
昕
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袁

大
般
若
巻
七
十
七
⑨
丙
辰
⑨
榮
⑨
賈
侍
郎
捨

袁

大
般
若
巻
二
百
二
十
③
丙
辰
③
賈
帥
捨
③
悦
？

袁

大
般
若
巻
二
百
六
十
五
②
丙
辰
②
賈
侍
郎
捨
②
悦

袁

大
般
若
巻
二
百
七
十
六
⑥
安
撫
賈
侍
郎
捨
⑥
丙
辰
⑥
泗

袁

大
般
若
巻
二
百
八
十
一
⑪
丙
辰
⑪
賈
帥
⑪
悦

袁

大
般
若
巻
三
百
八
十
三
⑩
賈
帥
捨
⑬
丙
辰
⑩
昕

袁

大
般
若
巻
四
百
六
十
五
⑧
賈
帥
捨
⑧
丙
辰
⑧
昕

袁

大
般
若
巻
四
百
八
十
九
⑪
丙
辰
⑪
江
茂
安
撫
使
賈
侍
郎
捨

袁

大
般
若
巻
五
百
六
十
六
②
丙
辰
②
賈
侍
郎
捨
②
忻

袁

大
般
若
巻
五
百
九
十
一
⑤
賈
侍
郎
捨
⑤
丙
辰
⑤
悦

金
沢
文
庫
蔵
宋
版
一
切
経
で
は
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
は
主
に
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
醍

醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
は
す
べ
て
開
元
寺
版
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
丙
辰
」
補

刻
葉
の
検
出
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
沢
文
庫
蔵
本
の
次
の
一
例
『
仏

般
泥
洹
経
』
巻
下
の
毎
板
の
刻
施
は
以
下
の
通
り
で
、
第
五
板
に
「
丙
辰
」
の
干
支
が
確

認
で
き
る
。

①
〜
④
な
し
⑤
丙
辰
⑤
文
⑥
賓
⑦
賓
⑧
江
⑨
〜
⑪
な
し
⑫
遇
⑬
な
し
⑭

信
⑮
〜
⑰
な
し
⑱
林
■(4
)

『仏
般
泥
洹
経
』
巻
下
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
も
東
禅
寺
版
で
あ
り
、『
醍
醐
寺
目
録
』
第
三
冊

に
拠
る
と
、「
二
百
七
十
八
函
「
澄
」
2873
「
仏
般
泥
洹
経
」
巻
下
は
、

刻
施
：
①
〜
⑤
な
し
⑥
賓
⑦
賓
⑧
江
⑨
〜
⑪
な
し
⑫
遇
⑬
な
し
⑭
信
⑮
〜

⑰
な
し
⑱
林
榮

印
記
：「
東
禅
」
印
有
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無(5)。

と
な
っ
て
お
り
、
即
ち
五
板
に
、
刻
工
名
「
文
」
は
無
く
施
財
刊
年
「
丙
辰
」
も
認
め
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。

｢丙
辰
」
の
補
刻
葉
が
金
沢
文
庫
蔵
本
に
は
有
っ
て
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
無
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
（
本
源
寺
本
と
簡
称
）
に
拠
れ
ば
、『
弘
明
集
』
巻
五
が

現
存
す
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

集

1960
弘
明
集
巻
五

施
財
刊
記
：
⑪
Ａ
2
丙
辰

刻
工
名
：
①
不
明
②
〜
⑩

な
し
⑪
茂
⑫
〜
⑱
な
し
⑲
李
〔
興
〕
刀(6)

本
源
寺
本
は
、『
弘
明
集
』
巻
五
「
⑪
Ａ
2
丙
辰
、
⑪
茂
」
以
外
に
も
東
禅
寺
版
が
比
較

的
に
多
く
、
干
支
「
丙
辰
」
の
補
刻
葉
も
十
七
例
検
出
さ
れ
る
。

袁

十
住
経
・
顕
無
辺
仏
功
徳
経
⑮
丙
辰
⑮
文

袁

佛
説
佛
名
経
巻
十
一
⑨
Ａ
4
丙
辰
⑨
周
文

袁

長
阿
含
経
巻
七
②
賈
侍
郎
捨
丙
辰
②
栄
⑦
賈
侍
郎
捨
丙
辰

袁

雑
阿
含
経
巻
四
十
五
④
丙
辰
Ａ
3
④
榮

袁

佛
本
行
集
経
巻
二
十
九
②
Ａ
4
丙
辰
①
②
昕

袁

摩
訶
僧
祇
律
巻
十
九
⑪
慶
元
丙
辰
⑪
文

袁

摩
訶
僧
祇
律
巻
二
十
九
⑫
丙
辰
⑫
榮

袁

四
分
律
蔵
巻
四
十
④
丙
辰
④
⑤
求
⑬
丙
辰

袁

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
三
十
八
②
Ａ
3
丙
辰
雕
③
Ａ
1
丙
辰
④
Ａ
1
丙
辰

袁

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
四
十
④
丁
亥
④
采
⑤
丙
辰
⑦
丙
辰
⑦
周
文

袁

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
巻
四
十
九
⑦
丙
辰
／
Ａ
2
⑦
江
茂

袁

阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
巻
三
十
五
⑧
慶
元
丙
辰
傳
栄
／
Ａ
1

袁

阿
毘
曇
心
論
巻
二
⑬
慶
元
丙
辰
重
刊

袁

舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
四
⑤
丙
辰
Ａ
3
④
文

袁

舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
五
⑩
丙
辰
⑩
榮
⑫
安
撫
賈
〔
…
〕
丙
辰
⑫
江
茂
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袁

舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
八
⑮
Ａ
1
丙
辰
⑮
悦

袁

舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
十
三
⑦
Ａ
1
丙
辰
⑦
文

金
沢
文
庫
蔵
本
と
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
丙
辰
」
時
の
補
刻
は
、
か
な
り
広
範
囲
に

及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

『醍
醐
寺
目
録
』
第
五
冊
所
収
「
経
典
名
索
引
」
に
よ
り
、
す
べ
て
東
禅
寺
版
で
構
成

さ
れ
現
蔵
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
十
七
例
す
べ
て
干
支
「
丙
辰
」

は
無
く
、
刻
工
名
や
安
撫
使
賈
侍
郎
の
捨
財
刊
語
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
合
計

十
九
例
の
「
丙
辰
」
の
補
刻
葉
の
内
、
十
八
例
が
本
源
寺
蔵
本
・
金
沢
文
庫
蔵
本
の
東
禅

寺
版
に
は
有
っ
て
醍
醐
寺
蔵
本
の
東
禅
寺
版
に
は
全
て
無
く
、
た
だ
、『
弘
明
集
』
巻
五

の
一
例
の
み
、
醍
醐
寺
蔵
本
に
も
存
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ

の
事
実
に
加
え
て
、
さ
ら
に
興
味
深
い
事
例
が
浮
上
す
る
。

本
源
寺
蔵
本
の
東
禅
寺
版
に
は
干
支
「
癸
丑
（
紹
熙
四
年
＝
一
一
九
三
）」
を
持
つ
補
刻

葉
が
二
点
存
す
る
。
醍
醐
寺
蔵
本
の
東
禅
寺
版
補
刻
葉
の
一
覧
表
に
認
め
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。

本
源
寺
蔵
本
の
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
十
五
、

施
財
：
④
安
撫
賈
侍
郎
與
諸
家
檀
信
捨
癸
丑
⑥
Ａ
2
⑨
Ａ
2
⑪
Ｂ
1

刻
工
：
①
〜
②
不
明
③
な
し
④
良
⑤
林
■
⑥
佐
⑦
な
し
⑧
悦
⑨
良
⑩
昌

⑪
仲
⑫
な
し

印
造
記
：
林
璋
印
造

印
記
：
三
聖
寺

④
板
「
癸
丑
」
印
面
は
清
爽
。

と
「
癸
丑
（
紹
熙
四
年
＝
一
一
九
三
）」
の
干
支
が
認
め
ら
れ
る
。
東
禅
寺
版
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
応
す
る
醍
醐
寺
蔵
本
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
十
五
は
や
は
り
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、

施
財
：
⑥
Ａ
2
⑨
Ａ
2

刻
工
：
①
〜
④
な
し
⑤
林
聳
⑥
佐
⑦
な
し
⑧
悦
⑨
良
⑩
昌
⑪
⑫
な
し

で
あ
り
、
補
刻
葉
「
④
安
撫
賈
侍
郎
與
諸
家
檀
信
捨
癸
丑
④
良
」
は
無
く
、
こ
の
補
刻

以
前
の
印
刷
か
、
と
推
定
さ
れ
る
。
干
支
「
癸
丑
」
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
一
例
、
次
の

よ
う
に
確
認
で
き
る
。
本
源
寺
蔵
の
東
禅
寺
版
の
『
正
法
念
處
経
』
巻
十
五
は
以
下
の
通

り
、

施
財
：
②
Ｂ
1
④
Ａ
2
癸
丑
⑦
文
緫
校
⑧
Ｂ
1
⑨
Ｂ
1

刻
工
：
①
な
し
②
陳
栄
③
〔
求
]
④
佐
⑤
澤
⑥
澤
⑦
忠
⑧
光
⑨
付
先
⑩
〜

⑬
な
し

印
造
印
：
林
文
印
造

印
記
：
三
聖
寺
、
東
禅
経
局

尾
題
記
：「
詳
對
経
沙
門
契
璋
／
都
勾
當
蔵
主
沙
門
集
成
」

｢④
Ａ
2

癸
丑
」
板
は
印
面
良
。

こ
れ
に
対
応
す
る
醍
醐
寺
蔵
本
『
正
法
念
處
経
』
巻
十
五
も
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、

｢施
財
：
な
し

刻
工
：
①
②
な
し
③
〔
求
]
④
な
し
⑤
澤
⑥
澤
⑦
忠
⑧
光
⑨
〜
⑬
な
し
」

で
あ
り
、
補
刻
葉
「
④
Ａ
2
癸
丑
④
佐
」
は
無
く
、
こ
の
補
刻
以
前
の
印
刷
か
、
と

推
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
干
支
「
癸
丑
」
時
の
安
撫
使
賈
侍
郎
の
捨
財
刊
語
を
持
つ
補
刻
葉

を
本
源
寺
蔵
本
に
は
二
例
確
認
で
き
る
が
、
同
版
の
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
無
く
、
干
支
「
癸

丑
」
の
補
刻
が
醍
醐
寺
蔵
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
蔵
本
や
本
源
寺
蔵
本
に
少
な
か
ら
ぬ
数
の
干
支
「
癸
丑
｣・
｢丙
辰
」
時
の
補

刻
葉
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
同
版
を
醍
醐
寺
蔵
本
が
現
存
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
醍
醐
寺
蔵

本
の
東
禅
寺
版
に
は
、「
癸
丑
」
時
の
補
刻
葉
が
な
く
、
豊
富
に
認
め
ら
れ
る
「
丙
辰
」

時
の
補
刻
葉
も
わ
ず
か
に
一
点
の
み
存
在
す
る
、
と
い
う
奇
妙
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
に
基
づ
く
可
能
性
の
高
い
推
測
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
東
禅
寺
版
は
、

「
癸
丑
」「
丙
辰
」
時
の
補
刻
葉
の
な
い
（
癸
丑
＝
紹
熙
四
年
、
一
一
九
三
年
補
刻
以
前
に
刷
ら
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れ
た
）
帖
冊
で
構
成
さ
れ
た
大
蔵
経
に
、
新
た
に
「
丙
辰
」
時
の
補
刻
を
経
て
刷
印
さ
れ

た
『
弘
明
集
』
巻
五
を
取
り
合
わ
せ
た
（
補
配
し
た
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

後
に
触
れ
る
が
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
東
禅
寺
版
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
千
字
文

函
の
一
函
分
の
印
造
工
が
基
本
的
に
同
一
摺
師
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
千
字
文
番
号

「
集
」
の
一
函
は
摺
師
「
林
受
」
で
一
貫
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
「
集
」
函
分
の
十
帖
が

補
配
さ
れ
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
千
字
文
番
号
「
集
」
函
の
補
配
が
一
函
に
止
ま
る

も
の
か
ど
う
か
は
慎
重
な
検
討
が
望
ま
れ
る
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
東
禅

寺
版
と
い
う
蔵
版
種
を
同
じ
く
し
刷
印
時
を
異
に
し
た
二
蔵
が
取
り
合
さ
れ
た
「
混
合

蔵
」
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
欠
本
（
函
単
位
）
の
補
配
（
補
充
）

と
し
て
従
来
の
「
補
配
本
＝
欠
本
補
充
」
の
扱
い
で
済
む
も
の
か
、
ど
う
か
は
ま
さ
に
今

後
の
課
題
で
あ
ろ
う
（
摺
師
「
林
受
」
担
当
分
の
「
函
」
な
ど
）。

『醍
醐
寺
目
録
』
第
一
冊
所
収
第
一
表
「
重
修
・
重
雕
・
重
刊
一
覧
」
に
、
第
二
表
「
東

禅
寺
版
の
題
記
に
見
ら
れ
る
年
紀
と
発
願
者
」
の
「
補
刻
」
で
補
い
、
更
に
右
の
事
例
を

加
え
て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
勿
論
、
全
て
東
禅
寺
版
に
限
る
事
例
で
あ

る
。丁

丑
袞
一
一
五
七
年
、
紹
興
二
十
七
年

丁
亥
袞
一
一
六
七
年
、
乾
道
三
年

戊
子
袞
一
一
六
八
年
、
乾
道
四
年

甲
午
袞
一
一
七
四
年
、
淳
熙
元
年

乙
未
袞
一
一
七
五
年
、
淳
熙
二
年

丙
申
袞
一
一
七
六
年
、
淳
熙
三
年

己
亥
袞
一
一
七
九
年
、
淳
熙
六
年

庚
子
袞
一
一
八
〇
年
、
淳
熙
七
年

癸
卯
袞
一
一
八
三
年
、
淳
熙
十
年

丙
午
袞
一
一
八
六
年
、
淳
熙
十
三
年

丁
未
袞
一
一
八
七
年
、
淳
熙
十
四
年
（
醍
醐
寺
蔵
本
の
み
。
金
沢
文
庫
蔵
本
、
本
源
寺
蔵
本

で
は
欠
本
・
欠
損
の
た
め
確
認
で
き
な
い
）

己
酉
袞
一
一
八
九
年
（
醍
醐
寺
本
の
み
。
百
十
三
、
百
十
五
函
＝
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
、

二
百
十
七
函
＝
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
。
本
源
寺
本
で
は
欠
本
・
欠
損
の

た
め
確
認
で
き
な
い
）

辛
亥
袞
一
一
九
一
年
（
醍
醐
寺
本
一
例
の
み
、
三
百
七
函
。
本
源
寺
本
で
は
欠
本
・
欠
損
の

た
め
確
認
で
き
な
い
）

癸
丑
袞
一
一
九
三
年
（
本
源
寺
本
二
例
の
み
。
当
該
す
る
醍
醐
寺
本
に
は
補
刻
葉
が
な
い
）

丙
辰
袞
一
一
九
六
年
（
金
沢
文
庫
本
十
二
例
、
本
源
寺
本
十
七
例
で
該
当
す
る
醍
醐
寺
本
十

八
例
に
は
全
て
補
刻
葉
が
な
い
。
醍
醐
寺
本
は
一
例
の
み
）

最
低
限
言
い
う
る
こ
と
は
、
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
の
内
、
東
禅
寺
版
は
「
辛
亥
＝
一

一
九
一
年
」
以
降
「
癸
丑
＝
一
一
九
三
年
」
以
前
に
刷
印
さ
れ
た
（
但
し
、
一
セ
ッ
ト

〈
蔵
〉
同
時
刷
印
と
は
考
え
に
く
い
）
帖
冊
で
構
成
さ
れ
、
少
な
く
と
も
「
丙
辰
＝
一
一
九

六
年
」
以
降
に
刷
印
さ
れ
た
「
集
」
函
（
一
函
か
ど
う
か
）
が
新
た
に
取
り
合
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二

同
版
（
ほ
ぼ
同
時
印
）
帖
の
重
複
と
醍
醐
寺
蔵
本

ａ

｢能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
一
蔵
と
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
一
蔵
の
重
複

『醍
醐
寺
目
録
』
第
一
冊
「
解
題
（
一
）」
第
七
節
「
経
函
」
に
お
い
て
重
複
に
つ
き
次
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の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

宗
鏡
錄
は
巻
第
七
十
二
〜
七
十
四
・
七
十
七
〜
七
十
九
の
六
帖
が
現
存
す
る
が
、
天

保
十
四
年
書
寫
の
目
録
で
は
巻
第
七
十
一
か
ら
巻
第
八
十
の
十
帖
が
音
義
一
巻
と
共

に
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
鏡
錄
巻
第
七
十
一
か
ら
巻
第
八
十
ま
で
の
十
帖
は
、
こ
の
餘
經
函

に
收
め
ら
れ
た
他
に
、
第
五
百
二
十
一
函
に
も
十
帖
が
音
義
一
巻
と
共
に
存
す
る
。

…
…
そ
の
差
異
を
印
造
印
と
巻
末
刊
記
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
…
（
以
下
、
刊
記
一
覧

を
提
示
）
…
宗
鏡
錄
巻
第
七
十
一
〜
巻
第
八
十
に
つ
い
て
は
別
本
と
共
に
二
種
が
あ

り
、
江
戸
時
代
天
保
十
四
年
光
心
書
寫
の
時
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
る(7)。

と
結
ん
で
い
る
。

牧
野
和
夫
「
宋
版
一
切
経
の
舶
載
に
係
る
一
、
二
の
問
題
袞
実
賢
・
[頼
賢
袞
実
融
〕

と
い
う
相
承
に
沿
っ
て(8)袞
」
と
い
う
既
刊
の
も
の
に
触
れ
た
の
で
重
複
す
る
が
、
改
め
て

引
用
す
る
。

『醍
醐
寺
目
録
』
第
四
冊(9)に
拠
る
と
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
内
『
宗
鏡

録
』
巻
七
十
一
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
書
誌
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

[函
前
面
]
(墨
書
）
策
／
宗
鏡
録
／
第
八
帙

第
五
百
二
十
一
函

策

[函
前
面
左
側
貼
紙
]
(墨
書
）
策
五
百
二
十

一
／
拾
壹
帖

[函
底
]
(墨
書
）
五

[蓋
裏
]
(墨
書
）
天
六
十

5315
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

[譯
撰
者
﹈
慧
日
永
明
寺
主
智
見
禅
師
延
壽
集

[外
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策

[内
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策

[尾
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策

[表
紙
﹈
紺
色

[後
表
紙
﹈
紺
色

[紐
]
(缺
)

[折
敷
﹈
三
十
四
折

[題
記
﹈
福
州
等
覚
禅
院
住
持
傳
法
沙
門
普
明
収
印
経
板
頭
錢
恭
爲
／
今
上
皇

帝

祝
延
聖
壽
闔
郡
官
僚
同
資
祿
位
彫
造
／
宗
鏡
録
一
部
計
一
十
函
時
大
観

二
年
六
月
日
謹
題

[捨
錢
刊
記
]
(無
)

[刻
工
名
﹈
丁
宥
〈
一
〉
〈二
〉
〈四
〉
〈八
〉
〈十
〉、
宥
〈
三
〉
〈五
〉

〈七
〉
〈九
〉、
丁
宥
刊
〈
六
〉
〈十
一
〉

[巻
末
刻
紙
数
﹈
十
一
帋

[印
記
]
｢東
禅
｣
｢醍
醐
寺
｣
｣
(六
七
六
頁
〜
六
七
七
頁
)

明
ら
か
に
福
州
東
禅
寺
版
の
『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
二
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
時
、
ネ
ッ
ト
上
に
次
の
よ
う
な
書
影
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る(10)。

簡
略
な
紹
介
事
項
を
記
述
す
る
。

慧
日
永
明
寺
主
智
見
禅
師
延
壽
集

宗
鏡
録
巻
第
七
十
一

全

等
覚
禅
院
刻
崇
寧
大
蔵
本

1
函
1
冊

紙
本

提
要
：
首
有
大
観
二
年
年
号
、
后
有
「
福
州
東
禅
寺
経
生
林
受
印
造
」、
原
装

靛
青
色
護
封
保
存
完
好
。
描
金
題
録
「
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一
」。
字
口
鋭
利
為

初
印
之
本
。
一
折
六
行
十
七
字
上
下
単
辺
。
品
相
保
存
完
好
。

と
。
十
一
板
全
て
書
影
を
確
認
で
き
、
資
料
的
な
価
値
は
高
い
。

こ
の
書
影
か
ら
確
認
で
き
る
書
誌
事
項
を
記
述
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

[譯
撰
者
﹈
慧
日
永
明
寺
主
智
見
禅
師
延
壽
集

[外
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策
（
金
字
）

[内
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策

[尾
題
﹈
宗
鏡
録
卷
第
七
十
一

策

[表
紙
﹈
紺
色

[後
表
紙
﹈
不
明
（
紺
色
か
）

[紐
﹈

(缺
)

[折
敷
﹈
三
十
四
折
（
前
見
返
し
含
む
）

[題
記
﹈
福
州
等
覚
禅
院
住
持
傳
法
沙
門
普
明
収
印
経
板
頭
錢
恭
爲
／
今
上
皇

帝

祝
延
聖
壽
闔
郡
官
僚
同
資
祿
位
彫
造
／
宗
鏡
録
一
部
計
…

[捨
錢
刊
記
﹈

(無
)

[刻
工
名
﹈
丁
宥
〈
一
〉
〈二
〉
〈四
〉
〈八
〉

〈十
〉、
宥
〈
三
〉
〈五
〉

〈七
〉
〈九
〉、
丁
宥
刊
〈
六
〉
〈十
一
〉

[巻
末
刻
紙
数
﹈
十
一
帋

[印
造
印
﹈「
福
州
東
禅
寺
経
／
生
林
受
印
造
」

[印
記
﹈

首
尾
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
各
一
顆
、
一
板
第
二
面
眉
上
横
に
印

「

」
削
り
痕
あ
り
。

以
上
の
書
誌
事
項
を
見
る
に
、
醍
醐
寺
蔵
『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
一
と
明
ら
か
に
同

版
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
印
造
記
と
印
記
の
み
で
あ
る
。
即
ち
、
同
じ
板
木
を
以

て
摺
り
手
を
異
に
し
て
刷
印
、
更
に
所
蔵
し
た
と
こ
ろ
も
異
に
し
た
一
本
が
出
現
し

た
、
と
い
う
事
実
に
過
ぎ
な
い
。

問
題
と
な
る
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
に
つ
い
て
は
、『
醍
醐
寺
目
録
』「
醍
醐
寺
藏
宋
版

一
切
経
首
解
題
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
の
で
あ
る
。
第
一
冊
八
〇
〜
八
一
頁
に

は
、「
蔵
書
印
等
」
の
中
で
「
中
国
で
捺
さ
れ
た
各
種
の
印
」
と
し
て
、「
能
仁
禅
寺
大

蔵
」（
縦
七
・
二
糎
、
横
一
・
七
糎
、
単
廓
）
黒
長
方
形
印
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
主
に
巻
首

に
捺
し
、
巻
中
・
巻
末
・
小
口
に
も
あ
る
。「
東
禪
」
朱
印
と
倂
存
す
る
こ
と
も
多
く
、

順
序
は
そ
の
後
に
捺
し
て
い
る
」
と
し
て
「
第
六
十
一
函
、
放
光
般
若
經
巻
第
一
を
始
め

と
し
て
、
第
百
四
十
四
函
、
持
世
經
巻
第
三
、
第
四
百
六
十
六
函
、
求
法
高
僧
傳
巻
上
、

他
に
あ
る
。（
別
冊
影
印
篇
第
一
部
口
繪
用
寫
眞
聚
影
二
二
頁
）」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
、『
醍
醐
寺
目
録
』
を
頼
り
に
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
の
あ
る
函
・
経
典
の
点
数
を

数
え
る
と
六
十
一
函
〜
九
十
函
、
九
十
二
函
〜
百
五
函
、
百
八
函
〜
百
十
六
函
、
百
十
八

〜
百
十
九
函
、
百
二
十
二
函
〜
百
三
十
四
函
、
百
三
十
七
函
〜
百
三
十
八
函
、
百
四
十
函

〜
百
六
十
二
函
、
百
六
十
四
函
、
四
百
六
十
六
函
、
五
百
三
函
、
六
百
六
函
、
五
百
八
十

一
函
〜
五
百
八
十
八
函
、
の
全
て
（
少
々
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
の
無
い
経
帖
を
交
え
る
函
も

含
む
）
の
帖
冊
が
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
も
っ
て
い
る
。

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
五
百
二
十
一
「
策
」
函
『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
一
〜
八
十
の
一

函
分
に
は
巻
七
十
一
の
他
に
も
重
複
す
る
帖
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
雑
之
函
」「
餘

経
函
」
と
し
て
第
五
百
八
十
一
〜
六
百
六
函
に
収
め
ら
れ
た
経
帖
類
の
中
の
「
餘
経
函

二
」
に
収
め
ら
れ
た
六
帖
で
あ
る
。「
策
」
函
と
併
せ
て
記
す
が
、
先
ず
「
能
仁
禅
寺
大

蔵
」
印
の
有
・
無
で
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
看
過
で
き
な
い
（
更
に
「
東
禅
」
印

の
有
無
で
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
今
回
は
踏
み
込
む
こ
と
は
し
な
い
）。

｢能
仁
…
」
印
有
＝
巻
七
十
一
・
七
十
二
・
七
十
三
・
七
十
四
・
七
十
六
・
七
十
七
・

七
十
八
・
七
十
九

字
音

｢能
仁
…
」
印
無
＝
巻
七
十
一
・
七
十
二
・
七
十
三
・
七
十
四
・
七
十
五

七
十
七
・

七
十
八

八
十

即
ち
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
の
系
統
は
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
林
受
印
造
」

と
あ
る
『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
一
・
七
十
三
・
七
十
四
・
七
十
七
・
七
十
八
の
五
帖
と
「
能
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仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
印
造
記
無
の
巻
七
十
二
の
一
帖
、
計
六
帖
分
が
「
能
仁
禅
寺
大

蔵
」
印
無
の
六
帖
分
と
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
に
は
、
こ
の
「
策
」
函
『
宗
鏡
録
』
の
他
に
も
、
同
板
の
二
点

が
存
し
て
、
し
か
も
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
有
す
る
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
の
重
複

が
認
め
ら
れ
る
。

『醍
醐
寺
目
録
』
第
一
冊
四
五
三
頁
の
964
『
譲
字
音
』
で
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
持

た
な
い
一
帖
の
書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

[外
題
﹈
譲
字
音

[内
題
﹈
譲
字
函

[尾
題
﹈
譲
字
函

[表
紙
﹈
紺
色

[折
敷
﹈
六
折
﹇
捨
錢
刊
記
﹈（
無
)

[刻
工
名
﹈「
第
十
五
巻

陳
孟
」〈
二
〉

[巻
末
刻
紙
数
﹈
二

[印
造
印
﹈（
無
)

[印
記
﹈「
醍
醐
寺
」

こ
の
『
譲
字
音
』
と
同
版
の
一
帖
が
『
醍
醐
寺
目
録
』
第
五
冊
「
餘
経
函
四
」
四
〇
二
頁

の
6101
『
譲
字
音
』
で
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
有
す
る
一
帖
で
あ
る
。

[外
題
﹈
譲
字
音

[内
題
﹈
譲
字
函

[尾
題
﹈
譲
字
函

[表
紙
﹈
紺
色

[後
表
紙
﹈
紺
色

[折
敷
﹈
六
折

[捨
錢
刊
記
﹈（
無
)

[刻
工
名
﹈「（
大

集
経
）
第
十
五
巻

陳
孟
」〈
二
〉

[巻
末
刻
紙
数
﹈
二
﹇
印
造
印
﹈
(無
)

[印
記
﹈「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」

九
十
一
函
「
譲
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、『
醍
醐
寺
目
録
』
第
一
冊
四
五
〇
〜
四
五
三
頁
著

録
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
の
四
帖
も
、
同
版
の
四
帖
が

『
醍
醐
寺
目
録
』
第
五
冊
六
百
六
函
「
餘
経
函
四
」
四
〇
〇
〜
四
〇
二
頁
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
餘
経
函
四
」
著
録
の
四
帖
・
音
義
に
つ
い
て
も
既
に
『
醍
醐
寺
目
録
』

第
一
冊
「
解
題
（
一
）」
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
尚
、
現
存
の
餘
經
函
の
四
函

の
中
に
は
、
光
心
書
寫
の
「
餘
經
目
錄
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
次
の
諸
經
巻
が
收
錄
さ

れ
て
い
る(11)。」
と
し
て
、『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
と
譲
字
音
義

一
帖
を
掲
げ
、
他
に
『
法
勝
阿
毘
曇
心
論
』
巻
第
四
も
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
中
村
菊
之
進

氏
旧
蔵
の
『
雑
阿
含
経
』
巻
第
三
十
九
の
一
帖
が
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
と
の
指
摘
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
の
有
無
で
分
け
る
と

｢能
仁
…
」
印
有
＝
巻
九
・
十
（
両
面
刷
)・
十
一
・
十
二
・
十
四
（
両
面
刷
)・
十
五
（
両

面
刷
)・
字
音

｢能
仁
…
」
印
無
＝
巻
八

十
・
十
一
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
字
音

即
ち
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
両
面
刷
り
・
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
鄭
保
印

造
」
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
十
・
十
四
・
十
五
の
三
帖
と
印
造
記
「
李
忠
印
造
」
の
巻

十
一
・
字
音
（
非
両
面
刷
）
二
帖
の
計
五
帖
が
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
で
印
造
記
「
福

州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
の
計
五
帖
と
重
複
し
、「
譲
」
函
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻

十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
・
字
音
の
計
五
帖
が
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、「
両
面
刷
」
と
係
る
事
例
で
あ
り
、
詳
細
は
次
章
「
三
、
同
版
（
ほ
ぼ
同
時
印
）
帖
の

重
複
と
両
面
刷
」
に
譲
る
が
、「
策
」
函
『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
一
〜
八
十
の
一
函
分
と
併

せ
て
2
函
分
で
重
複
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
千
字
文
前
半
の
九
十
一
番

「
譲
」
字
函
と
五
百
二
十
一
番
「
策
」
函
と
い
う
相
隔
た
る
位
置
に
重
複
が
確
認
で
き
る

こ
と
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
有
す
る
帖
と
有
し
な
い
帖
が
混
在
す
る
「
函
」
も
広
範

囲
に
わ
た
り
少
な
く
な
い
こ
と
な
ど
を
併
せ
考
慮
す
る
と
、
可
能
性
と
し
て
一
函
〜
六
十

函
の
開
元
寺
版
の
他
も
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
有
す
る
帖
で
構
成
さ
れ
た
一
蔵
と
有
し

な
い
帖
で
構
成
さ
れ
た
一
蔵
の
混
交
か
ら
成
り
立
つ
「
混
合
蔵
」
な
の
で
あ
る
。
東
禅
寺

版
と
い
う
蔵
版
種
を
同
じ
く
し
た
、
少
く
と
も
二
蔵
の
「
混
合
蔵
（
旧
来
の
書
誌
学
用
語
で

は
、
取
り
合
わ
せ
・
補
配
）
に
他
な
ら
な
い
。
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ｂ

｢能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
帖
内
に
お
け
る
重
複

千
字
文
函
号
を
同
じ
く
し
た
同
版
（
ほ
ぼ
同
時
印
か
ど
う
か
要
検
討
）
の
重
複
を
確
認
で

き
る
ケ
ー
ス
は
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
系
統
の
帖
内
に
お
い
て
も
見
出
す
の
で
あ

る
。
試
み
に
『
醍
醐
寺
目
録
』
第
五
冊
第
六
百
三
〜
六
百
六
函
「
餘
経
函
」
著
録
の
経
巻

を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
二
百
六
十
九
「
如
」
字
函
、
二
百
七
十
四
「
流
」
字
函
、
五
百
四

十
一
「
微
」
字
函
、
五
百
四
十
九
「
済
」
字
函
、
五
百
五
十
三
「
綺
」
字
函
の
五
函
に
重

複
の
認
め
ら
れ
る
帖
が
六
百
三
〜
六
百
六
函
「
餘
経
函
」
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
百
七
十
四
「
流
」
字
函
の
『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
二
〜
四
十
・
音
義
を
例
に
若
干
の

検
討
を
加
え
る
。『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
一
は
、
二
百
七
十
四
「
流
」
字
函
に
欠
い
て
い

る
が
、
六
百
五
函
「
餘
経
函
三
」
に
『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
一
が
あ
り
、
五
百
九
十
一
函

「
雑
之
十
一
」
に
も
同
版
の
巻
三
十
一
が
収
ま
る
。
六
百
五
函
「
餘
経
函
三
」
の
他
の
巻

三
十
二
、
三
十
三
、
三
十
四
、
三
十
六
、
三
十
八
、
四
十
は
、
二
百
七
十
四
「
流
」
字
函

に
同
版
の
六
帖
が
存
す
る
。
即
ち
、『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
一
〜
三
十
四
、
三
十
六
、
三

十
八
、
四
十
の
七
帖
に
つ
き
同
版
の
ほ
ぼ
同
時
印
の
七
帖
を
有
し
て
重
複
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
い
ず
れ
も
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

印
造
印
に
認
め
ら
れ
る
「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
系
・
｢福
州
東
禅
経
／
生
林

璋
印
造
」
系
・
印
造
印
無
系
に
大
別
で
き
る
。

｢福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」：
巻
三
十
一
・
三
十
二
・
三
十
三
・
三
十
四
・
三
十
五

・
三
十
六
・
三
十
八
・
三
十
九
・
四
十

｢福
州
東
禅
経
／
生
林
璋
印
造
」：
巻
三
十
一
・
三
十
二
・
三
十
六
・
三
十
八
・
四
十

印
造
印
な
し
：
巻
三
十
三
・
三
十
四
・
三
十
七
・
字
音

更
に
興
味
深
い
こ
と
は
、「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
印
を
有
す
る
巻
三
十
一
に

刻
工
名
「
李
兪
」
の
名
が
①
④
⑦
に
認
め
ら
れ
、「
福
州
東
禅
経
／
生
林
璋
印
造
」
印
を

有
す
る
巻
三
十
一
に
は
、
刻
工
名
を
全
く
拾
う
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
あ
る
。「
福
州
東

禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
印
を
持
つ
巻
三
十
一
の
①
④
⑦
板
は
刻
工
「
李
兪
」
担
当
の
補
刻

期
を
経
た
刷
印
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
摺
師
「
林
璋
」
担
当
の
「
流
」
字
函
が
先
立
っ
て
刷

ら
れ
た
後
に
、
遅
く
刷
ら
れ
た
摺
師
「
王
愈
」
担
当
の
「
流
」
字
函
が
、
ど
こ
の
段
階
か

不
詳
と
す
る
が
補
配
さ
れ
て
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
の
東
禅
寺
版
と
し
て
「
現
存
」
す
る
。

｢福
州
東
禅
経
／
生
林
璋
印
造
」
印
を
有
す
る
巻
三
十
一
・
三
十
二
・
三
十
六
・
三
十

八
・
四
十
と
「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
印
を
有
す
る
巻
三
十
一
・
三
十
二
・
三
十

三
・
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
・
三
十
八
・
三
十
九
・
四
十
と
は
、
明
ら
か
に
刷
印
時

期
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
の
内
の
東
禅
寺
版
に
は
、「
能
仁
禅

寺
大
蔵
」
印
の
有
・
無
で
識
別
さ
れ
る
蔵
版
種
を
同
じ
く
し
刷
印
さ
れ
た
最
低
二
蔵
の

「
混
合
蔵
」
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
を
捺
さ
な
い
系
統
の
東
禅
寺

版
経
帖
内
に
お
い
て
も
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
最
低
二
期
に
お
け
る
時
期
を
異
に
し
た
刷

印
の
行
わ
れ
た
も
の
が
、
お
そ
ら
く
「
流
」
字
一
函
分
重
複
・
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
印
造
印
無
」
の
扱
い
に
つ
い
て
は
今
回
は
不
詳
と
し
て
お
く
が
、
可
能
性
と
し

て
別
に
刷
印
を
異
に
し
た
セ
ッ
ト
の
想
定
が
穏
当
な
よ
う
に
考
え
る
（
印
造
印
無
に
つ
い

て
は
、
金
沢
文
庫
蔵
・
書
陵
部
蔵
の
検
討
が
必
須
）。

三

同
版
（
ほ
ぼ
同
時
印
）
帖
の
重
複
と
両
面
刷

前
章
の
ａ
「「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
一
蔵
と
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
一
蔵
の
重
複
」

で
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
に
は
、「
策
」
函
『
宗
鏡
録
』
の
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他
に
も
、
同
版
の
二
点
が
醍
醐
寺
蔵
の
一
蔵
内
に
現
存
し
て
、
し
か
も
「
能
仁
禅
寺
大

蔵
」
印
を
有
す
る
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
の
重
複
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
『
醍

醐
寺
目
録
』「
解
題
（
一
）」
に
指
摘
が
あ
り
、
当
該
箇
所
の
引
用
を
終
え
て
い
る
の
で
、

繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
同
版
の
重
複
で
留
意
さ
れ
る
「
譲
」
函
『
大
方
等
大
集
経
』

巻
八
〜
巻
十
五
・
字
音
の
合
計
九
帖
に
つ
い
て
詳
述
し
、
新
た
な
視
点
「
両
面
刷
」
か
ら

の
検
討
を
試
み
た
い
。

先
ず
「
譲
」
函
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
八
〜
巻
十
五
・
字
音
の
合
計
九
帖
を
「
能
仁
禅

寺
大
蔵
」
印
の
有
無
で
分
け
る
と

｢能
仁
…
」
印
有
＝
巻
九
（
両
面
)・
十
（
両
面
)・
十
一
（
両
面
)・
十
二
・
十
四
（
両
面
)

・
十
五
（
両
面
)・
字
音
：「
字
音
」
以
外
、
印
造
工
「
鄭
保
」、
十

二
「
李
忠
」

｢能
仁
…
」
印
無
＝
巻
八
・
九(12)・
十
・
十
一
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
字
音
：「
字
音
」

以
外
、
印
造
工
「
王
愈
」

｢譲
」
函
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
八
〜
巻
十
五
・
字
音
の
合
計
九
帖
、
そ
の
内
の
巻

九
・
十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
・
字
音
の
計
六
帖
が
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
。

前
節
「
ａ

｢能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
一
蔵
と
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
一
蔵
の
重
複
」

で
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
が
既
に
「
一
函
〜
六
十
函
の
開
元
寺
版
の
他
も
「
能
仁
禅
寺
大

蔵
」
印
を
有
す
る
帖
で
構
成
さ
れ
た
一
蔵
と
有
し
な
い
帖
で
構
成
さ
れ
た
一
蔵
の
混
交
か

ら
成
り
立
つ
「
混
合
蔵
」
で
あ
る
こ
と
」
を
確
認
し
た
。『
大
方
等
大
集
経
』
巻
八
〜
巻

十
五
・
字
音
一
、
合
計
九
帖
の
「
譲
」
字
函
も
そ
の
「
混
合
蔵
」
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ

の
事
例
は
今
一
つ
の
興
味
深
い
「
視
点
」
を
与
え
て
く
れ
る
。
醍
醐
寺
蔵
や
知
恩
院
蔵
な

ど
に
少
な
く
な
い
「
両
面
刷
」
の
問
題
で
あ
る
。

宋
刊
一
切
経
、
と
く
に
福
州
版
の
内
、
東
禅
寺
版
に
「
両
面
刷
」
が
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
。
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
る
亜
大
な
典
籍
の
「
収
蔵
」
と
い
う
視
点
か
ら
「
両
面
刷
」
を

必
須
と
し
た
何
ら
か
の
出
版
企
画
上
の
具
体
的
な
事
情
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
新
た
に

宋
代
に
流
行
し
た
「
輪
蔵
」
な
ど
の
形
態
に
留
意
し
て
一
案
を
提
示
し
、
解
明
を
試
み
た

こ
と
が
あ
る
。

仏
典
を
集
成
し
た
一
切
経
（
大
蔵
経
）
な
ど
を
収
蔵
す
る
「
輪
蔵
」
と
い
う
独
特
な
形

態
を
採
っ
た
蔵
が
開
発
さ
れ
、
中
国
各
地
に
造
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
唐
代
で
、

入
唐
僧
円
仁
も
実
見
し
て
い
た
。
経
典
が
巻
子
装
か
ら
折
本
装
へ
顕
著
に
移
行
す
る
宋
代

に
は
、
輪
蔵
の
造
営
は
流
行
し
、
実
見
す
る
入
宋
僧
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ

る
。
仏
典
を
集
成
し
収
蔵
す
る
蔵
は
、
単
に
書
物
の
集
成
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
書
物
倉

（
書
物
保
管
庫
）
で
あ
る
が
、
経
典
の
集
成
で
あ
る
一
切
経
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
奉
持
し
、

そ
の
個
々
の
経
典
の
「
功
徳
」
を
建
築
物
（
八
角
）
を
も
含
め
て
見
出
そ
う
と
す
る
と
き
、

「
転
読
」
を
介
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
独
特
の
「
仕
組
み
」
が
産
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
大

塚
紀
弘
氏
「
中
世
の
寺
社
と
輪
蔵(13)」
に
拠
る
と
、「
輪
蔵
」
と
い
う
回
転
形
式
の
蔵
の
出

現
に
い
た
る
経
緯
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。「
折
本
装
が
広
が
る
以
前
」
の
「
文

字
通
り
」
の
転
読
に
つ
い
て
、「
一
定
時
間
に
同
一
仏
典
の
読
誦
を
繰
り
返
す
こ
と
。
こ

れ
が
転
読
の
目
的
と
言
え
る
。
そ
の
上
で
同
時
に
、
巻
子
本
の
仏
典
を
転
じ
る
こ
と
自
体

に
も
、
功
徳
が
見
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
延
長
線
上
で
、

仏
典
を
読
誦
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
を
ま
と
め
て
回
転
さ
せ
る
仕
組
み
が
考
え
出

さ
れ
た
。
そ
の
設
備
こ
そ
」
が
「
輪
蔵
に
他
な
ら
な
い
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
輪
蔵
は
一
切
経
な
ど
の
仏
典
を
収
納
し
た
回
転
式
の
蔵
の
こ
と
で
、
転
輪
蔵
、
転
輪
経

蔵
と
も
言
う
。
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
納
す
る
仏
典
を
読
誦
す
る
の
と
同
等
の

功
徳
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。
南
宋
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
流
行
し
た

と
推
測
さ
れ
る
「
輪
蔵
」
と
い
う
独
特
の
建
築
物
を
一
先
ず
想
定
し
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
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る
経
典
の
収
蔵
形
式
に
即
し
た
一
案
を
試
み
た
の
が
、
書
誌
学
的
な
一
報
告
「
東
禅
寺
版

の
千
字
文
番
号
函
収
納
に
関
す
る
一
案
袞
両
面
刷
と
い
う
視
点
か
ら(14)袞
」
で
あ
る
。
特
に

舶
載
さ
れ
た
宋
刊
大
蔵
経
の
内
、
福
州
版
一
切
経
、
と
り
わ
け
東
禅
寺
版
を
対
象
と
し
た

帖
冊
の
厚
さ
（
積
み
上
げ
た
高
さ
）
に
絞
っ
た
考
察
で
、
書
誌
学
的
な
用
語
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
両
面
刷
」
と
い
う
一
視
点
か
ら
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

現
存
の
福
州
版
一
切
経
は
、
ほ
ぼ
六
面
一
紙
一
板
、
一
面
は
六
行
で
一
行
十
七
字
が
基

本
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
調
査
過
程
の
初
期
段
階
で
五
面
一
紙
一
板
を
帖
の
ほ
ぼ
半
分
辺

り
に
挟
む
帖
冊
が
複
数
現
れ
、
後
半
に
は
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
一
板
一
紙
六
面

（
半
折
）
六
行
全
三
十
六
行
各
行
十
七
字
で
規
格
統
一
さ
れ
た
東
禅
寺
版
の
内
、
ほ
ぼ
十

八
紙
以
上
を
貼
継
い
だ
帖
は
、
そ
の
半
ば
に
当
た
る
紙
数
の
一
紙
の
み
一
板
一
紙
五
面
六

行
全
三
十
行
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
東
禅
寺
版
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
折
帖
の
毎
紙
の
紙
継
部
分
が
帖
冊
の
右
辺
に
集
ま
り
、
一
帙
の
十

帖
と
音
釈
帖
を
積
み
上
げ
た
時
に
、
左
右
両
辺
の
厚
さ
の
差
が
放
置
で
き
な
い
も
の
と
な

り
、
左
右
均
等
を
図
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
説
も
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
『
宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
た(15)。

五
面
一
板
一
紙
を
挿
入
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
一
帖
分
の
左
右
両
辺
の
均
等
を
は
か

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
千
字
文
番
号
函
（
八
角
輪
蔵
な
ど
を
想
定
す
れ
ば
、
収
納
箱
、

或
い
は
包
帙
紙
で
く
る
む
ケ
ー
ス
も
）
の
収
納
分
の
積
み
上
げ
た
高
さ
の
総
計
に
係
る

問
題
な
の
で
あ
る
。
…
…
函
内
の
内
法
を
超
え
た
際
の
数
ミ
リ
の
左
右
の
偏
り
が
収

納
（
き
ち
っ
と
蓋
を
閉
め
る
）
の
際
の
障
害
（
蓋
が
浮
く
）
と
な
る
こ
と
な
ど
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
…
…
当
初
は
、
こ
の
基
準
に
基
づ
く
千
字
文
番
号
函
の
内
法
に
見

合
う
収
納
分
の
積
上
げ
ら
れ
た
帖
冊
の
高
さ
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
超
え
た
板
数
で
は
、
両
面
刷
で
厚
さ
調
節
を
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
配
慮

が
先
ず
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
左
右
不
均
衡
が
函
内
法
に
影
響
し
な
い
限
り
は
偏
り

に
留
意
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
や
み
く
も
に
帖
冊
の
左
右
均

等
を
図
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
内
、
両
面
刷
り
の
帖
冊
が
認
め
ら
れ
る
千
字
文
函
を
漏
れ
な
く

検
討
す
る
と
、
ほ
ぼ
積
み
上
げ
合
計
が
百
四
十
紙
（
＝
四
百
二
十
折
）
〜
百
五
十
紙
（
＝
四

百
五
十
折
）
で
あ
る
。
前
見
返
し
二
面
分
・
字
音
分
の
厚
さ
や
帙
表
紙
分
の
厚
み
を
加
え
、

右
辺
側
の
偏
り
の
原
因
で
あ
る
紙
継
の
一
紙
の
厚
さ
や
押
さ
え
竹
の
高
さ
な
ど
の
合
計
を

加
え
て
も
単
純
に
紙
継
糊
代
分
を
除
い
た
百
八
十
紙
〈
一
帖
十
八
紙
の
「
厚
さ
」
の
十
帖

分
（
＝
五
百
四
十
折
）
の
み
〉
以
内
の
「
高
さ
」
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
「
こ
の
基
準
に
該
当
し
な
い
ご
く
少
数
の
函
が
あ
る
が
、（
醍
醐
寺
蔵
に
は
）
お
そ

ら
く
基
準
を
異
に
し
た
別
の
セ
ッ
ト
〈
一
蔵
〉
の
も
の
が
配
さ
れ
た
も
の
か
」
と
『
提

要
』
で
は
記
述
し
た
。

醍
醐
寺
蔵
「
譲
」
函
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
八
〜
巻
十
五
・
字
音
の
合
計
九
帖
に
つ

き
、
印
造
印
を
加
え
て
、
蔵
書
印
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
の
有
・
無
、「
両
面
刷
」
の

有
・
無
で
区
分
け
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

片
面
刷
：「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
で
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
の
計

六
帖
・
｢能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
で
印
造
記
無
の
字
音
一
帖
＝
合
計
七
帖

巻
八
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
七
折
〈
十
五
紙
〉

巻
九
：
欠

六
十
三
折
〈
二
十
一
紙
〉
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
（
推
定
）

巻
十
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
六
折
〈
十
五
紙
〉

巻
十
一
：（
餘
経
函
四
）
五
十
六
折
〈
十
八
紙
〉

巻
十
二
：
欠
参
考

(九
十
一
譲
函
）
五
十
三
折
〈
十
七
紙
〉

巻
十
三
：（
九
十
一
譲
函
）
五
十
七
折
〈
十
九
紙
〉
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巻
十
四
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
六
折
〈
十
五
紙
〉

巻
十
五
：（
餘
経
函
四
）
五
十
七
折
〈
十
九
紙
〉

字
音
：（
九
十
一
譲
函
）
六
折
〈
二
紙
〉

計
四
百
三
十
一
折≒

百
四
十
一
紙
〜
一
四
三
・
六
紙

標
記
紙
数
計
百
四
十
一
紙

両
面
刷
四
十
一
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
鄭
保
印
造
」

の
計
五
帖
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
片
面
刷
・
印
造
記
「
李
忠
印
造
」
の
一
帖
と

片
面
刷
・
印
造
記
無
の
字
音
一
帖
＝
合
計
七
帖
（
欠
巻
八
・
十
三
、
計
二
帖
）

巻
八
：
欠

参
考
（
餘
経
函
四
・
巻
十
四
）
三
十
七
折
〈
十
五
紙
〉
両
面
刷

巻
九
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
折
〈
二
十
一
紙
〉
両
面
刷

巻
十
：（
餘
経
函
四
）
三
十
七
折
〈
十
五
紙
〉
両
面
刷

巻
十
一
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
折
〈
十
八
紙
〉
両
面
刷

巻
十
二
：
欠

参
考
（
九
十
五
陶
函
・
巻
三
）
四
十
折
〈
十
七
紙
〉
両
面
刷

【巻
十
二
（
九
十
一
譲
函
）
五
十
三
折
〈
十
七
紙
〉（
但
し
、
印
造
記
「
李
忠
印
造
」）】

巻
十
三
：
欠

参
考
（
九
十
一
譲
函
・
巻
十
五
）
四
十
三
折
〈
十
九
紙
〉
両
面
刷
〜
五
十

七
折
〈
十
九
紙
〉

巻
十
四
：（
餘
経
函
四
）
三
十
七
折
〈
十
五
紙
〉
両
面
刷

巻
十
五
：（
九
十
一
譲
函
）
四
十
三
折
〈
十
九
紙
〉
両
面
刷

字
音
：（
餘
経
函
四
）
六
折
〈
二
紙
〉

計
三
百
二
十
三
折≒

百
八
紙

片
面
刷
：「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
で
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
の
グ

ル
ー
プ
は
、
平
均
し
て
四
百
三
十
一
折
で
十
四
紙
〜
十
五
紙
一
帖
の
十
帖
分
で
右
辺
糊
代

分
や
前
後
表
紙
分
の
厚
さ
を
加
え
て
も
、
十
八
紙
・
毎
紙
三
折
五
十
四
折
・
毎
折
二
面
百

八
面
で
計
五
百
四
十
折
、
十
帖
（
糊
代
分
を
除
く
単
純
積
み
上
げ
）
分
一
函
に
十
分
対
応
し

て
収
蔵
可
能
な
範
囲
で
あ
る
。
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
の
一
函
分
の
積
み
上
げ
高
さ
を
超

え
る
も
の
で
は
な
い
。

両
面
刷
の
帖
冊
が
認
め
ら
れ
る
千
字
文
函
を
漏
れ
な
く
検
討
す
る
と
、
ほ
ぼ
積
み
上
げ

合
計
が
百
四
十
紙
（
＝
四
百
二
十
折
）
〜
百
五
十
紙
（
＝
四
百
五
十
折
）
で
あ
る
。
前
見
返

し
二
面
分
・
字
音
分
の
厚
さ
や
帙
表
紙
分
の
厚
み
を
加
え
、
右
辺
側
の
偏
り
の
原
因
で
あ

る
紙
継
の
一
紙
の
厚
さ
や
押
さ
え
竹
の
高
さ
な
ど
の
合
計
を
加
え
て
も
単
純
に
紙
継
糊
代

分
を
除
い
た
百
八
十
紙
（
一
帖
十
八
紙
の
「
厚
さ
」
の
十
帖
分
の
み
で
百
八
十
紙
＝
五
百
四
十

折
）
以
内
の
「
高
さ
」
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。「
譲
」
函
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
八

〜
巻
十
五
・
字
音
の
合
計
九
帖
の
「
計
三
百
二
十
四
折≒

百
八
紙
」
と
い
う
積
み
上
げ
高

さ
は
、
現
存
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
の
平
均
的
な
基
準
に
お
い
て
「
両
面
刷
」
を
全
く
必

要
と
し
な
い
「
高
さ
」
で
あ
り
、
敢
え
て
「
計
三
百
二
十
四
折≒

百
八
紙
」
と
い
う
積
み

上
げ
「
高
さ
」
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。

両
面
刷
：「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
印
造
記
「
福
州
東
禅
経
／
生
鄭
保
印
造
」
の
計

五
帖
、「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
で
片
面
刷
・
印
造
記
「
李
忠
印
造
」
の
一
帖
と
片
面

刷
・
印
造
記
無
の
字
音
一
帖
＝
合
計
七
帖
（
欠
巻
八
・
十
三
、
計
二
帖
）
の
積
み
上
げ
高
さ

「
百
八
紙
」
は
、
単
純
に
千
字
文
番
号
一
函
分
十
帖
＋
字
音
に
対
配
す
る
と
、
一
帖
約

十
・
八
紙
と
な
る
。
こ
の
基
準
で
想
起
さ
れ
る
「
両
面
刷
」
は
、
開
元
寺
版
の
「
五
面
一

板
一
紙
」
挿
入
板
数
で
あ
る
。
正
に
開
元
寺
版
の
基
準
「
第
十
二
（
或
い
は
十
三
）
紙
以

上
、
中
程
に
五
面
一
紙
一
板
を
挿
む
」
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

参
考
に
、
一
帖
十
二
・
十
三
紙
の
場
合
、
折
数
な
ど
の
数
値
を
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
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総
紙
数
折
数

面
数

糊
代
面
数

糊
代
折
数

表
紙
面
数

(折
数
)

合
計
折
数

十
三

三
十
九

七
十
八

十
三

六
・
五

二
（
一
）

四
十
六
・
五

十
二

三
十
六

七
十
二

十
二

六

二
（
一
）

四
十
三

十
一

三
十
三

六
十
六

十
一

五
・
五

二
（
一
）

三
十
九
・
五

十

三
十

六
十

十

五

二
（
一
）

三
十
六

九

二
十
七

五
十
四

九

四
・
五

二
（
一
）

三
十
二
・
五

総
紙
数
十
紙
〜
十
一
紙
で
一
帖
、
即
ち
十
帖
分
百
紙
〜
百
十
紙
で
あ
り
、
前
見
返
し
二

面
分
・
字
音
分
の
厚
さ
や
帙
表
紙
分
の
厚
み
を
加
え
、
さ
ら
に
右
辺
側
の
偏
り
の
原
因
で

あ
る
紙
継
の
一
紙
の
厚
さ
や
押
さ
え
竹
の
高
さ
な
ど
の
合
計
を
加
え
て
も
一
帖
十
二
（
十

三
）
紙
・
四
十
三
（
四
十
六
・
五
）
折
、
即
ち
一
帖
の
「
厚
さ
」
に
は
少
し
薄
く
な
り
、

十
帖
の
総
折
数
四
百
三
十
折
の
「
高
さ
（
函
の
内
則
）」
に
も
十
分
適
う
「
高
さ
」
で
あ
る
。

東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、
敢
え
て
開
元
寺
版
の
十
帖
積
み
上
げ
「
高
さ
（
函
の
内
則
）」
に
収

納
可
能
な
「
両
面
刷
」
を
選
択
し
た
と
い
う
推
測
が
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
少
な
く
と
も
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
の
系
統
で
印
造
記
「
福
州
東

禅
経
／
生
鄭
保
印
造
」
の
あ
る
千
字
文
番
号
「
譲
」
函
は
、
他
の
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印

有
の
系
統
の
帖
冊
と
は
、
企
画
段
階
で
異
な
る
別
の
一
蔵
（
セ
ッ
ト
）
に
属
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
、
東
禅
寺
版
に
つ
い
て
、
先
ず
『
醍
醐
寺
目
録
』
の
同
版
重
複
の
帖
冊
を
千
字
文

函
番
号
毎
に
検
討
し
、
蔵
印
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
の
有
無
で
大
別
し
た
。
そ
の
上
で
舶

来
現
蔵
本
源
寺
蔵
・
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
蔵
の
両
蔵
を
参
照
し
施
財
刊
記
・
干
支
な
ど

の
刷
印
時
期
を
基
準
に
識
別
し
て
、
さ
ら
に
両
面
刷
の
視
点
か
ら
検
討
を
試
み
た
。
結
果

と
し
て
醍
醐
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
に
即
し
て
現
時
点
で
確
認
で
き
た
刊
経
群
（
最
低
一
函
分
）

を
大
別
四
類
、
小
区
分
を
含
め
て
五
類
に
仕
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
（
但
し

「
印
造
印
」
無
の
帖
冊
に
つ
い
て
は
今
回
は
検
討
対
象
に
加
え
て
い
な
い
。
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺

蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
宋
刊
一
切
経
の
研
究
成
果
を
ま
っ
て
可
能
と
な
る
今
後
の
課
題
で
あ
る
）。

①
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
群
：「
辛
亥
＝
一
一
九
一
」
以
降
「
癸
丑
＝
一
一
九

三
」
以
前
に
刷
印
さ
れ
た
帖
冊
を
含
む

①
・
甲
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
群
：「
福
州
東
禅
経
／
生
王
愈
印
造
」
印

を
有
す
る
巻
三
十
一
に
刻
工
名
「
李
兪
」
を
刻
す
「
流
」
字
一
函
分
を

含
む

①
・
乙
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
群
：「
福
州
東
禅
経
／
生
林
璋
印
造
」
印

を
有
す
る
巻
三
十
一
に
刻
工
名
を
全
く
持
た
な
い
「
流
」
字
一
函
分
を

含
む

②
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
無
の
群
：「
丙
辰
」（
慶
元
二
年
＝
一
一
九
六
）
補
刻
葉
を
持

つ
「
集
」
一
函
分
を
含
む

③
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
の
群
：「
辛
亥
＝
一
一
九
一
」
以
降
「
癸
丑
＝
一
一
九

三
」
以
前
に
刷
印
さ
れ
た
帖
冊
を
含
む

④
「
能
仁
禅
寺
大
蔵
」
印
有
の
群
：
両
面
刷
の
計
三
百
二
十
四
折≒

百
八
紙
の

「
譲
」
函
一
函
分
の
み
。
両
面
刷
の
計
三
百
二
十
三
折≒

百
八
紙
（
一
帖
約
十
〜
十

一
紙
）
は
、
開
元
寺
版
の
積
み
上
げ
高
さ
の
基
準
（
ほ
ぼ
十
二
〜
十
三
紙
以
上
に
中
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程
五
面
一
紙
を
挿
む
）
に
適
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
五
類
の
群
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
へ
て
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、

或
い
は
、
新
た
な
群
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
検
討
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

註(1
)
平
成
二
十
七
・
三

汲
古
書
院
刊
、
以
下
、『
醍
醐
寺
目
録
』
と
簡
称
。

(2
)
私
に
施
し
た
〇
囲
い
数
字
は
各
帖
の
板
数
を
示
し
、
Ａ
2
な
ど
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字

と
数
字
の
組
み
合
わ
せ
は
施
財
刊
記
の
符
号
を
顕
す
。
以
下
同
じ
。
従
っ
て
こ
こ
で
の
記
述
は

⑪
＝
十
一
板
、
Ａ
2
＝
安
撫
賈
侍
郎
捨
で
あ
る
。

(3
)
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
七
。

(4
)
福
州
版
一
切
経
調
査
研
究
会
の
「
調
書
」
に
拠
る
。
■
は
「
判
読
不
能
」
を
示
す
。

(5
)
『醍
醐
寺
目
録
』
第
三
冊
、
一
二
一
頁
。

(6
)
注
（
4
）
に
同
じ
。〔

〕
は
推
定
を
示
す
。

(7
)
一
一
二
〜
一
一
三
頁
。

(8
)
『実
践
国
文
学
』
九
一
、
二
〇
一
七
・
三
、
一
七
〇
頁
〜
一
七
三
頁
、
図
版
省
く
。

(9
)
汲
古
書
院
刊
、
二
〇
一
五
・
三
。

(10
)
http://data.collection.sina.com
.cn/index.php?p=data&
s=default&
a=item
&
id=

1000437
(平
成
二
十
八
年
十
一
月
閲
覧
、
現
在
は
閲
覧
不
可
）。

(11
)
『醍
醐
寺
目
録
』
第
一
冊
、
一
一
四
頁
。

(12
)
｢因
み
に
」
と
し
て
、『
醍
醐
寺
目
録
』「
解
題
（
一
）」
に
指
摘
さ
れ
る
慶
應
義
塾
図
書
館

蔵
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
九
の
一
帖
を
「
印
無
」
に
加
え
て
あ
る

(13
)
『東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
別
冊
「
中
世
政
治
社
会
論
叢
」
二
〇
一
三
・
三
。

(14
)
『い
と
く
ら
』
十
一
号
（
二
〇
二
二
・
三
）

(15
)
『宋
版
一
切
経
（
福
州
版
）
調
査
提
要
』
勉
誠
出
版
刊
・
二
〇
二
二
、
一
四
一
〜
一
四
二

頁
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
現
存
宋
版
大
蔵
経
の
基
礎
的
研
究
と
そ

の
受
容
・
展
開
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
」（
代
表
者
・
牧
野
和
夫
）
に
お
け
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
主
と
し
て
本
源
寺
蔵
宋
刊
一
切
経
調
査
に
基
く
分
析
結
果
を
活
用
し
、
新
た
に

「
刊
・
印
・
修
」
に
即
し
て
展
開
し
た
成
果
で
も
あ
る
。
長
き
に
亘
る
調
査
の
御
許
可
を
戴
い

た
本
源
寺
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

も
と
よ
り
本
科
研
で
長
期
に
及
ぶ
閲
覧
の
御
許
可
を
賜
わ
っ
て
い
る
醍
醐
寺
・
知
恩
院
・
東

寺
当
局
各
位
に
対
し
ま
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊

＊

な
お
、
本
稿
は
、
本
科
研
に
よ
る
以
下
の
口
頭
発
表
の
内
容
の
一
部
を
文
章
化
し
た
も
の
で

あ
る
。

・
題
目
「
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
刷
印
時
期
に
つ
い
て
袞
東
禅
寺
版
袞
」

(令
和
三
年
度
第
一
回
宋
版
大
蔵
経
研
究
会
、
二
〇
二
一
年
一
月
三
十
日
、
ズ
ー
ム
使
用
）

・
題
目
「
両
面
刷
：
開
元
寺
版
の
場
合
袞
十
三
板
以
上
：
半
ば
に
五
面
一
紙
袞
」

(令
和
四
年
度
第
一
回
宋
版
大
蔵
経
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
七
月
十
二
日
、
ズ
ー
ム
使
用
）
（ 48 ）
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